


粗放栽培と耕畜連携で水田の多面的機能発揮
洪水防止や地下水の涵養など水田の多面的な国土保全機能は国土の強靭化計画でも重要な位

置を占めている。しかし、近年の日本ではコメの消費量は半減し、年々、水田の耕作放棄地も増加

する一方。昨今頻発する都市型水害も水田の減少が影響していると考えられる。その対策として

は畜産のための飼料米の栽培が有効。家畜の餌なので直播栽培（苗床、代掻き、田植えの省略）が

可能、農薬や化学肥料も少なくてすむ。近くの畜産農家と提携すれば輸送コストも削減でき、水

田経営とともに優れた多面的機能も発揮できるという持続可能な農業が展開できる。
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飼料米用の基盤整備

耕畜連携のほ場管理法

ブロックローテーション技術飼料米の粗放栽培体系

生態系に配慮した栽培体系

硬盤形成技術の開発

地球10周分の水路網膨大な小水力発電
農村地域は、水力、風力、バイオマス、太陽光、雨滴など再生産可能なエネルギーが未開発のまま豊

富に眠っている。これらのうち特に有望なものは広域的に整備されている農業用水路の水力資源

だ。日本国内にある農業用水路の長さを合計すると約40万ｋｍ。実に地球10周分という長さ。高性

能なマイクロ水力発電装置が開発されれば、膨大な量の発電が可能になる。環境への負荷もなく設

備投資も少なくてすむ小規模独立分散型システム ――

 ―― 水田地帯は食料生産基地のみならず、一大再生産可能エネルギー基地へと変貌する。
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調整型水管理手法の開発

水力発電の水利権調整

農村型スマートグリッドの開発

建設コストの算定
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再資源炭＆電位調整でサスティナブル農業
CO₂の削減は国家的課題。農村でも堆肥や作物残渣、間伐材など大量の有機物が温室効果ガス

を排出している。農業農村工学の分野では、農村に存在するこの膨大な有機物を土壌深くに埋設

する工法や、地中の通水促進材としてCO₂を地下に貯留する技術を開発している。また、間伐材な

どの再資源炭による土壌改良とあわせて、ソーラーや風力を利用した発電システムにより、畑に

流れる微弱な電流の電位を調節して線虫などの病害虫の存在をコントロールすれば、脱化学肥

料、脱農薬、連作障害の生じないサスティナブルな農業が可能になる。

風力による電力発生装置

電位と微生物と関係解明

太陽光による電力発生装置有機物材の通水促進工法

土壌微生物の機能解明と活用

有機物の埋設技術
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カントリーサイドは、ナチュラルサイド（自然の営み）とシティサイド（人間の営み）をつなぐ幅広く

極めて奥が深いエリアである。今後はこのエリアにおける双方向インターフェイスの技術開発が

地球の未来を決すると言っても過言ではない。これまでの自然を改変し征服することを目指した

農業技術ではなく、もっと自然の働きを活用するフィールド科学に基づいた開発が求められてい

る。また農村は都市鉱山（レアメタル）に匹敵するリン（枯渇の危機）鉱山でもあり、将来は汚濁し

た水さえ資源になる可能性があるなど、バイオマスに劣らない豊かな鉱山でもある。
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生態系ネットワーク化技術

汚濁水の資源化技術

物質循環の安定同位体分析

生態系に配慮した水管理

遺伝資源のデータベース化

農村の資源循環モニター

農村は生物資源やリン資源の豊かな鉱山生物多様性の舞台
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電気動力の農業機械

超小型水力発電装置
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